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　PM の先行研究は少ない。PM を中心に論じたものとしては、秋山（1974a; 
1974b）程度である。PM に参加した人物による手記でまとまっているものと
しては、河野（1968a,  1968b; 1968c）、原（1976）がある。音楽評論家の秋山邦
晴は、その研究状況を以下のように述べる。
P・M とは、日本プロレタリア音楽家同盟の略称であり、昭和 4 年から 9 年に
かけて、日本の作曲会の内部と外部とで独自な運動をつづけたグループであった。

































で 1931 年 8 月の『ナップ』に発表した論文「芸術運動の組織問題再論」にお
いて初めて発表したもので、運動の単位グループを指すものとして国際共産主




















2 第 2 部　論文集 2プロレタリア音楽家同盟における移動音楽隊の実践
（鳥羽 2010: 21-25）、かたや鶴見俊輔や福田定良によって「大衆芸術」あるいは






つつ、簡単にまとめる。1928 年 3 月、日本プロレタリア芸術連盟と前衛芸術
家連盟が合同して、ナップが結成される。その専門部の一つとして音楽部が設















て PM の中心だった守田正義に説得され、1931 年、自身も PM に参加し、組
織部長になる。やがてこの PM の仕事が忙しくなり、ヴォーカルフォア合唱
団も、『音楽世界』の編集も辞め、活動に専念。翌 1932 年には PM の書記長































300 ～ 400 人の動員ができると思われたが、直前に「大量馘首があり、『首切
り直後に音楽會でもなからう』」ということで、20 人程度しかこなかった。消
費組合では、数人の本部員と、十人ほどのピオニール（少年団）、柳島のセツ
























　1929 年に結成し、音楽的には目立った成果をあげることもなく 1934 年に解
散した PM。1931 年から PM 参加した原は、さっそくメーデー・カンパ音楽
会の失敗に直面する。素人集団を率いて、取締りに合いながらの活動を原はど











































行った 650 回の移動活動で、18 万の観客を相手にし、1 万 2 千人のオルグに成


































































　当時の PM の規模もこの記事からわかる。1931 年 12 月の時点で、東京の同





























































所關係）の一團のピクニツクに。／ 4 月 25 日二子玉川より稲田堤へ。／メザマ
シ隊、三・一劇團、移動音樂隊各二名出動。最初四・一六に計畫されたが天氣の
都合で廿日に延期され、更に 25 日にのびたその爲、我々の準備活動はかなり充
分に行はれた。（中略）我々はこの爲に 20 日から 24 日迄の五日間を如何に準備
したか？／第 1 に××團歌が作られた。歌詞は團員自身の筆になつたものの、曲




コール「己未運動」が P・M によって作られた。（中略）××團歌は、23 日以來
××團の世話係の家に泊りこんだメザマシ隊員が中心になって多くの團員が練習
を積んだ。「××團寓歳」と「己未運動」はメザマシ隊と三・一劇圏と移動音樂






















































野 1968a: 122）。だが、それゆえに 1934 年のコップの解散と時期を同じくして、
PM もまた解散している。
　もちろん PM も独自に音楽会を開くこともあった。1930 年に第一回プロ
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レタ音楽会を、上野自治会館で開催し、入場料 20 銭で、PM の収益が 100 円
あった。だが、この 100 円は、「『戦旗』三千円基金募集」に寄付されており、
PM の恒常的な資金源となったわけではなかった。初期 PM に関わった人びと
は、「音楽家として世に出た人とか新興作曲家連盟の一人だとか、進歩的文化
人の夫人」など、特に PM で稼がなければならないという人びとではなかっ
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「年季」が明けるまでにかかる期間は、中学卒業後の 15 歳ごろから 20 歳まで
の 5・6 年が平均的である。置屋と舞妓の関係性は、舞妓が芸妓として独立し
て居を構え、「自前」になるまで続く。現在では、年季奉公の制度の維持によ
って、舞妓を育成している花街は、京都市を除けばほとんどない（2）。
　また京都市は、管見の限り、現在も 18 歳未満の少女たちが舞妓として「お
座敷」に出ることができる唯一の地域である。18 歳未満の者が業務として酒
席に参加することは、労働基準法や児童福祉法などの労働者や子どもの権利を
守る諸法によって禁止されている。他地域の花街では、これら諸法の存在に
よって、18 歳未満の少女に宴席を経験させることはできない。西尾（2006）は、
京都花街でこうした特殊な環境が可能になる理由として、京都花街では、舞妓
を労働者ではなく見習いとして解釈しているのだという説明を、複数の関係者
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